公益社団法人日本技術士会中部本部建設部会講演会のご案内
「巨大災害被害の減災のための取り組みを模索する」
～災害予測への技術者の創意工夫と課題解決能力が問われている～




　【主催：日本技術士会中部本部建設部会、共催：中部本部防災支援小委員会、愛知県支部防災委員会】

開催日時：　2025年12月6日（土曜日）15：00～16：30
演　題　：「巨大災害被害の減災のための取り組みを模索する」
　　　　　　～災害予測への技術者の創意工夫と課題解決能力が問われている～
講　師　：　打田　憲生 氏（技術士：総合技術監理部門・上下水道部門）
（所属：株式会社三重中央コンサルタント）
講演要旨：　今年３月に南海トラフ地震被害想定の見直しが公表されましたが、１０年前の被害想定から被害の著しい軽減が見られない状況とも言われています。被害の最小化に向けては各自治体で取り組みを進めていますが、各個人・各企業での取り組みも必要であり、特に、発災前から備える“事前防災”が重要です。また、各企業においては災害に備えてＢＣＰ（事業継続計画）を策定しておりますが、それらを企業集団や地域社会に展開し、社会全体で備えることも減災には有効です。
今回の講演では、“技術者（技術士）として何ができるのか”をテーマに、巨大災害被害の減災への取り組みについて、過去の災害における課題を明らかにした上で、港湾区域におけるBCP構築事例を紹介しながら、今後の技術士として取り組むべき方向性について、ご講演頂きます。
Keyword ：　事前防災、有効な減災対策、リスクマネジメント、DCP、総合技術監理、技術者倫理
　　開催方法：　WEB配信(Teams)
参加費　：　会員・準会員500円（日本技術士会への一括支払）
申込締切：　11月28日（金）まで　　
申込方法：日本技術士会HP（技術士CPD行事申込）よりお願いします。　　
問合せ　：日本技術士会中部本部：g-chubu@asahi-net.email.ne.jp

【本講演会は、「日本技術士会のCPD」または「建設系CPD協議会」に1.5時間として登録可】

